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研究成果の概要（和文）：　本研究は、東北の３地点として、東成瀬・由利本荘・石巻で実施された。教員からの解釈
的データを、アントレプレナーシップに焦点化するべく関連するベストプラクティスの中で調査した。実際に教師の参
加観察を通して、長期的な民族誌的研究を促進するべく、毎年数回、学校を訪問した。トライアンギュレーションの手
法で、3つの異なるサイトから、混合法のアプローチ（ナラティブ探究、調査データと民族誌）からデータを収集した
。３地点にとどまらず、UNESCOでのESDの学校を加えて吟味し、OECDでのキーコンピテンシーや２１世紀スキルと親和
性が高い点が見出された。学校と地域社会との間にある子供と大人の関係が見出された。

研究成果の概要（英文）：This research is being conducted at three sites in Tohoku: Higashi Naruse, Yuri Ho
njo and Ishinomaki. Following an initial survey, interpretive data from teachers is collected to investiga
te their conceptions of best practices associated with entrepreneurship as well as multiliteracies (commun
ication skills, scientific literacy, numeracy, critical thinking and media literacy). Researchers will vis
it school sites several times each year to facilitate a long term ethnographic study through participant o
bservation of teachers in action. Triangulation is achieved through data obtained from the three different
 sites and from a mixed-methods approach (narrative inquiry, survey data and ethnography). 
Preliminary results show that free flows of children and adults between the school and community. 
Entrepreneurship can be easily applied to UNESCO ASP-Net school which emphasizes sustainability.
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１． 研究開始当初の背景 
  
 もともと東北経済産業局のアントレ
プレナーにおける東北モデルの存在に
注目したことが本研究の出発点である。
その背景には、2009 年に、フィンラン
ドに調査に出かけたことが契機となっ
ている。さらにそれ以前に行ったニュー
ジーランドでの調査もその伏線にある。 
 直接的には、鹿島台商業高校での起業
家精神、宮城野高校総合学科での取り組
み、県庁での産業人材教育での会合がヒ
ントとなった。 
 この分野での資格が、どう生涯学習社
会のキャリア形成につながるのか、その
中で初等中等教育での位置づけはどう
なのか、そのアセスメントについての海
外での議論の掘り下げに学ぶ必要があ
ると考えたからである。 
 しかしながら、実質的にスタートを切
る直前に、東日本大震災があり、大きな
制約がある中で、却ってテーマとしては
当初より大きな課題となることを思い
知らされることとなった。学習指導要領
では小学校 3 年で、水、ガス、電気が選
択されるが、従来水だけを取り上げる傾
向があるなど、震災後教育として地元密
着型のものを追求する可能性があると
いう問題関心に確実に移行した。 
  

２． 研究の目的                
  
 本研究は、「スクールベーストカリキ
ュラム」を、「生きる力の実質化を図る
ために」「アントレプレナーシップの視
点に立って」「アセスすることにより」
明らかにし、プラットフォームとなる計
画や実践プログラムを作ろうとするも
のである。ここで用いているスクールベ
ーストカリキュラム、アントレプレナー
シップという術語は、欧州起源の概念で
あり、わが国には馴染みが少ない。しか
し、これらは皆、PISA（OECD 生徒の
学習到達度調査）をきっかけとして、わ
が国の教科教育の実践を俎上に載せる
十分な意義を有している世界標準の術
語である。後者のアントレプレナーシッ
プは、一般的には起業家精神とも訳され、
新しい事業の創造意欲に燃え、高いリス
クに果敢に挑む姿勢を意味するとされ
ている。教育の分野では、広くアイデア
を行為に移すという意味で、キャリア教
育にも通じそれをむしろ大きく包み込
むものとなる。 
 アントレプレナーシップは、国内での
主要能力の大きな枠組みの１つとなり
うる。しかしながら、このことが、サス
ティナビリティなど同様の未来志向の
概念との緊張関係で論じられることは、
国内では少ない。 

 
３． 研究の方法 

 
 まず、本研究の背景にあるものを英語
文献から探り、わが国での実践と政策を
炙り出す方法をとった。 
 国内での喫緊の課題である雇用や経
済、特に employability(雇用可能性)を考
え、改訂学習指導要領に盛り込まれた
「主要能力」も１つとなっている。 
 具体的なシラバスは、国内では職場体
験か、総合的な学習に一部見られるもの
の、各教科ごと、そして何よりも教科横
断的となると皆無の状況である。 
 先端科学での多くの種類の知識生産
は、モード１からモード２へと移行して
いるといわれる中で、本研究の方法は、
学際分野の開拓と多国間への広がりを
シナリオに持っている。この新分野を先
端的に牽引することが、今後の日本の教
育の方向性を提示することに繋がると
考えたのである。 
 ニュージーランドやフィンランド、ス
ウェーデン、カナダなど海外での教員開
発に反映する道筋と比較しながら行う。 
 これを、本研究は、東北の３地点とし
て、東成瀬・由利本荘・石巻で実施した。
当初の調査の後、教員からの解釈的デー
タは、アントレプレナーシップに焦点化
するべく関連するベストプラクティス
の彼らの概念を調査するために収集さ
れた。研究者たちは、実際に教師の参加
観察を通して、長期的な民族誌的研究を
促進するべく、毎年数回、学校のサイト
を訪問した。トライアンギュレーション
の手法で、3 つの異なるサイトから、混
合法のアプローチ（ナラティブ探究、調
査データと民族誌）からデータを得た。 
  

４． 研究成果 
 
 まず、震災後でもあったことから、沿
岸部から離れた２地点として、秋田県で
の実践を参与観察し、具体的な体験学習
や職場体験として行われている様子を
記述するところから始めた。 
 さらに、由利本荘でのシェールオイル
ガスの地産地消に教育関係者の関心を
惹きつけることとなった。教材化するこ
とにより、サイエンスリテラシーともか
かわるなど、講演会を持つこともできた。
震災直後には、天然ガスを日本海側から
仙台に運んでいたことも分かった。現在
は、仙台港ではマレーシアや豪州からタ
ンカーで輸入されていることも分かり、
教員は、理科のみならず家庭科など様々
な教員が関心を払う分野である。 
 これと並行して、宮城県で開催された
ユネスコスクール全国大会のフォロー
アップを試みた。高校レベルで成果をあ



げていると思われる学校にて、聞き取り
調査をすることにより、未来志向の概念
間の緊張を国内での適用可能性を吟味
検討した。 
 最終年度には、OECD の Tohoku 
School への動きを考慮することとなっ
た。OECD では、従前より、未来を予測
し、より良き将来のために、環境、エネ
ルギー、運輸、年金等の分野で積極的に
活用され優れた実績をあげている「シナ
リオ」手法を通じて、将来想定される設
計図・想像図を描き、教員開発あるいは
資質向上の研修プログラムとしていく
としてきていた。仙台で開催されたセミ
ナーでは、21 世紀スキルにも、働く方
法など、世界の中で生きるなどグローバ
ル・ローカルなシティズンシップがあり、
キーコンピテンシーの中でのアントレ
プレナーシップとの親和性が提起され、
他方で国内では、年 4 日程度の職場体験
ですら保護者からの理解が得られてい
ない点からすれば、大学こそがそのアセ
スメント研究を行うべきとの問題提起
がなされ、今後の方向付けが得られた。 
 その結果、アントレプレナーシップと
いう用語によって、学校と地域社会との
間にある子供と大人の関係が見出され
た。また、本研究により「地域に信頼さ
れる」学校への手がかりが得られた。全
体として、焦点を絞った学校改善、さら
には地域力、家庭力などのシナジー（相
乗）効果についての記述も可能となった。
環境やエネルギー、資源などの分野から
商工会議所をはじめステイクホルダー
との関連も見出され、その場合でも、教
育分野では、アセスメントという角度か
らコンソーシアムを働きかける可能性
が示唆された。スウェーデンでの学位論
文に、アントレプレナーシップのアセス
メントをテーマとしているものがある
ことを知り、研究の方法論として、質的
方法論を用いたデータ収集に生かした。
また、すべての取り組みが教員の意識や
信念に関わっている点から教員のナラ
ティブアプローチを重視する点を明ら
かにすることができた。 
 震災後教育については、ソーシャル・
アントレプレナー（社会起業家）が、気
仙沼に入っているほか、東北大学経済学
部では、SNS による観光業の誘致などの
成果も見られる。この他に、イチゴ（亘
理町）、純ツバキ油（気仙沼大島）など
農業製品の健康やスキンケアを含めた
企業の可能性等々があげられる。藻を使
った新商品の開発、B 級グルメとしての
焼きそばが町おこしに役立っている点
など具体的な事例は多い。 
 人口減少の東北地方の将来を見据え、
本研究の意義はますます高まると考え
られる。 

 特に、最終年度であった 2013 年が、
1613 年に伊達政宗が支倉常長をスペイ
ン経由ローマに派遣して400年の佳節を
迎えている点である。この意味では、小
学校にて実践を試みた仙台市柳生小学
校の伝統和紙の実践から再度見直す必
然性がある。近年の研究によると、現地
スペインでは、コミュニケーションの手
段として、和紙が役立ったことが記され
ており、歴史上今日のグローバルシティ
ズンシップとも関係が深い。さらには、
担い手としての NPO/NGO との連携を
経て、石巻での実践に繋がることとなっ
た。石巻商業への人事異動によって、ピ
ザの販売として、産業フェスタにまでつ
ないでいるなど、事態は流動化し実践が
動いている。 
 最終的な結論として、アントレプレナ
ーシップは、カリキュラムの中核という
よりも、周辺を押さえる位置づけである
こともわかった。カリキュラムの全体構
造を考える上で、カナダ・アルバータ州
の 21 世紀スキルをコアに置き、その間
に、教科科目を通じて身につける知識や
スキルを置き、さらにアントレプレナー
シップを周辺に位置づけるモデルは、本
研究の辿り着けた到達点であった。国内
においても、アントレプレナーシップに
関する教育だけではなく、シティズンシ
ップに関する教育について、研究会を立
ち上げてきており、早急に各校でのカリ
キュラムの全体構造に位置づける必要
がある。 
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